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                         平成  年  月  日 

 

湯前議会議長  倉本 豊 様 

 

               湯前町議会議員 

 

 

 議員派遣として参加（出席）した研修（会議）の内容（結果）は、 

次のとおりでありました。 
 

期 間  令和元年６月８日（土）～６月９日（日） 

場 所  大阪市（ステーションビル・ホテル新大阪） 

目 的  令和元年度 第２２回 関西地区湯前ふるさと会 
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内 
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１．関西地区湯前ふるさと会の概要 

会 員 数：３１人（出席者：２３人） ※会員数は横ばい傾向 

本会目的：「ふるさと湯前町の活性化に資する」［会則第１条］ 

役 員：すべて留任(任期：令和元年～２年)［会則第４条］ 

会 費：２０００円［会則第８条］ 

 

２．幹事会・総会・懇親会 

場 所：新大阪東口 ステーションビル・ホテル新大阪 

日 時：令和元年６月８日（土） 

    １２時００分 ～ 幹事会 

    １３時００分 ～ 総会 

    １３時３０分 ～ 懇親会 

総 会 費：８０００円 

 

※町長と岩野係長は幹事会から出席。 

私と滝上主事は、懇親会準備のため総会から出席。 

 

 



３．所感 （※議会・議員として、どう関わるか） 

前回(平成２７年６月)以来、４年ぶりの参加。 

以下について、自身の来賓挨拶で触れ、懇親会で意見を交わした。 

 

＜問題点＞ 

〇会員の高齢化と固定化 

〇総会費の負担が高い？ ※懇親会の中で聞き取り 

 

＜課題＞ 

〇湯前町出身者のネットワークづくり(会員数の拡大) 

〇湯前町出身者の広い見識の活用 

〇総会費の負担軽減 

 

＜今後の取り組み(案)＞ 

以下の取り組みを執行部に提言する。 

◎ふるさと会を起点に、湯前町応援団(本町出身者や本町愛好者によるサポ

ーター制度)の仕組みをつくる。これに「ふるさと寄付」や「ネット通販」

などを連動させ、ふるさと湯前町を更に活性化させる。 

◎町のホームページリニューアルを機に、ふるさと会ページを設ける。 

◎懇親会へ気軽に参加できる仕組みをつくる。 

 

 

 

写真は今回ご出席の皆様 

 

 

 

 


